
別紙様式 

 

【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準） 

尾 道市 立 瀬戸田 小 学 校 

                                                   作成責任者 校長 赤 川  治 

 

 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の確立 

 

〇服務研修において，通知等の伝達が

中心となっている。 

 

〇服務研修は管理職が中心となってい

る。 

 

 

〇服務研修を自分の事として捉えにく

くなっている。 

 

〇服務研修の方法や内容等を見直し，よ

り体験的な研修を実施して研修効果

が実感できるようにする。 

〇各職員が責任を持って自ら研修内容

の作成を行う。 

 

 

〇自らの事として研修が捉えられるよ

う内容を工夫する。 

〇全ての教職員を対象に服務研修に係るアンケ

ート調査を行い，方法や内容等を改善する。 

 

〇学年主任及び教務主任が輪番制で研修内容を

作成する。 

 

 

〇新聞記事等，身近な内容を研修資料として取

り上げる。 

〇学期に１回，服務研修に

ついてのアンケート調査

を行う。 

〇年間計画に位置づけ，年

間７回を実施する。 

 

 

〇時宜をとらえて効果的に

研修を実施する。 

学校組織としての 

不祥事防止体制の確立 

〇教職員個人技量に依存傾向にある。 

 

 

〇職員間のコミュニケーションが不足

している。 

 

〇お互いに注意し合う力が不足してい

る。 

〇教職員同士のコミュニケーションを

さらに促進し，組織で仕事を進めるこ

とができるようにする。 

〇管理職が個々の教員の状況を把握し

ていく。 

 

〇何でも話したり相談できる明るい職

場を作っていく。 

〇学年会や各委員会等で互いの仕事の進捗状況

を確認し，特定の者に負担がかからないよう

集団でサポートする体制をつくる。 

〇自己申告の中に不祥事防止の項目を必ず入れ

る。 

 

〇個々の学級の集団づくりについて，その取組

の良さを出し合う会を持つ。 

〇２月に１回，学年主任会

で情報交換を行い，状況

を把握する。 

〇年3回の面談で状況の確

認をする。 

 

〇学期に一度学級経営の振

り返りを行う。 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト相談窓口」の周知が年度当初のみ

であり，認知度が低い。 

〇毎月の相談日の呼びかけが弱い。 

 

 

〇各学級に任されており，学年として

の見守りができていない。 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメント

相談窓口」の周知を繰り返し行い，相

談しやすい体制をつくる。 

〇毎月の相談日で，休憩時間に呼びかけ

を2度する。  

 

〇学年主任が中心となり学年の状況を

把握する。 

〇学校だよりで保護者等に周知するとともに，

校舎内全ての教室にポスターを掲示し，担当

の教職員を明示する。 

〇学期末懇談会において，相談窓口の案内プリ

ントを配付するとともに，保護者から体罰，

セクハラについて聴取する。 

〇月に1度学年会を持ち交流をする。 

 

〇学期末に生徒，保護者及

び本校教職員を対象にア

ンケートを実施する。 

〇学期末懇談会における保

護者からの聴取記録を作

成する。 

〇月に1度学年主任会を持

ち状況の把握をする。 

 

不祥事根絶のための行動計画 
１ 使命 私たちは，子どもたちを守り，育てます・ 

２ 遵法 私たちは，法令を遵守します。 

３ 公正 私たちは，不祥事を許しません。 

４ 公開 私たちは，地域に開かれた学校にします。 


